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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はエフリン（EPH）ファミリーのメンバーをコードします。エフリンおよびEPH関連受容体は、受容体タンパク質チロシンキナーゼの最大のサブファミリーを構成し、特に神経系および赤血球生成における発生過程の媒介に関与していることが示唆されています。構造と配列関係に基づき、エフリンはグリコシルホスファチジルイノシトール結合によって膜に固定されるエフリンA（EFNA）クラスと、膜貫通タンパク質であるエフリンB（EFNB）クラスに分類されます。この遺伝子はEFNAクラスのエフリンをコードします。 [RefSeq提供、2008年7月],類似性:エフリンファミリーに属します。,組織特異性:脳、骨格筋、脾臓、胸腺、前立腺、精巣、卵巣、小腸、末梢血白血球で発現します。,
	研究分野
	軸索ガイダンス;
	画像データ
	

	EFNA3抗体を用いたHepG2細胞およびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	エフリンA3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

